
中部圏大規模断水対策協議会 設立 (R6.3.19)

■南海トラフ地震や内陸直下型の地震災害を起因とした大規模断水時には、給水車が不足することが想定されています。そのため給水車
に依存せず現実的な応急対策のとりまとめを目的とした協議会を設立しました。
■中部地方整備局管内の各県水道行政担当と代表水道事業者等を構成機関としており、中部地方整備局が事務局を担当します。
■令和6年3月19日開催の第1回協議会では各機関担当地域における断水対策の取組状況と課題について意見交換を実施しました。

【第1回協議会】
日 時：R6.3.19_16:00～17:00
会 場：中部地方整備局大会議室（WEB併用）
参加者：別表のとおり
＜概要＞
①開会・挨拶、②議事（以下(1)～(3)）
(1)主旨・規約説明、(2)能登半島地震における水道関係災害対応状況
(3)「南海トラフ巨大地震対策《全国の水道事業者に向けた提言》」概要説明
③意見交換「当該地域における取組状況と課題」
④今後の検討スケジュール、⑤閉会
＜今後の予定＞
令和6年 5～6月_第2回協議会開催 → 中間とりまとめ(案)
令和6年末_第3回協議会開催 → 最終とりまとめ

①開会・挨拶
佐藤中部地方整備局長

中部地方整備局

②議事(3)「南トラ提言」説明
名古屋市上下水道局 横地局長

⑤閉会
髙橋河川部長

＜別表＞参加者一覧

水道整備・管理移管準備室


